
人口と世信
6月1日現在 ()内は対前年同月比

・人口 134.833人 (+ 1.848人)
[うち外国人974人]

男 66.880人 (+906人)
女 67.953人 (+942人)

・世 帯 53.329世帯 (+1，409世帯)
※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

広

報

国
国
困

7月1日(日)
アビスタで

第
3
固

我
孫
子
で
充
実
し
た
日
々
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
世

代
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る

「シ
ニ
ア
世
代
歓
迎
の
集
い
」
を

「生
き

方
自
分
流
」
を
テ
I
マ
に
行
い
ま
す
。
地
域
で
活
劃
す
る
団
体
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
、
活
動
団
体
と
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。

今
回
は
、
地
域
の
団
体
の
体
験
報

告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

参
加
団
体
の
紹
介
な
ど
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す。

ま
た
、
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
直
接

話
が
で
き
る
パ
ネ
ル
展
示
や
体
験
の

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
交
流
カ
フ
ェ
や

ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

た
歓
迎
ラ
イ
ブ
な
ど
も
あ
り
ま
す。

日
時

7
月
1
日
制
午
前
日
時
却
分

か
ら
午
後
5
時

場
所

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
。
た

だ
し
、
見
学

・
体
験
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

体
験
さ
れ
る
方
は
、
材
料
費
の
み
有

料
に
な
り
ま
す
)

内
容

。
参
加
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

午
前
日
時
初
分
か

ら
午
後
5
時

(2
階

・
第
1
学
習
室

ほ
か
)

。
交
流
カ
フ
ェ

午
前
日
時
初
分
か

ら
午
後
5
時

(
2
階

・
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
)

。
ょ
う
こ
そ
地
域
活
動
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
ブ
相
談
会

午
前
日
時
却
分
か

ら
午
後
5
時

(2
階

・
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
)

※
地
域
で
の
活
動
を
一

定
期
間
、
体

験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
当
日

は
、
市
の
担
当
者
が
体
験
先
の
案
内

と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す。

。
見
学
・
体
験
マ
ー
ケ
ッ
ト

①
午

前
日
時
却
分
か
ら
午
後
1
時
却
分
・

•• 

料
理
体
験
(
初
心
者
の
男
性
、
先
着

目
人
、
要
事
前
申
し
込
み
。
参
加
費

国
開
園

を
テ
ー
マ

「シ一
一
タ
世
代
叡
迎
の
集
い
」

3
0
0
円
)
②
午
前
日
時
初
分
か

ら
:・
パ
l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
、
七
宝
焼
、

長
作
り
の
見
学

・
体
験
(
見
学
は

無
料
、
体
験
の
場
合
は
参
加
費
5
0

0
円
)

※
「
料
理
体
験
」
は
、
電
話
で
市
民

活
動
支
擢
課
宮
7
1
8
5
・
1
4
6

7
へ
申
し
込
み
。

。
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
の
歓
迎
ラ

イ
ブ

午
後
1
時
か
ら
初
分

(
1
階

ホ
l
ル
)
出
演
:・
ア
カ
ペ
ラ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

・
レ
イ
ン
ボ
ー

O
第
3
固
「シ
ニ
ア
世
代
歓
迎
の
集

い
」
主
催
者
挨
拶

午
後
1
時
加
分

か
ら

ω分
(1
階
ホ
l
ル
)
星
野
順

一
郎
市
長
、
栗
原
忠
聖
実
行
委
員
長

。
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
よ
る
体
験

報
告

午
後
1
時
必
分
か
ら
2
時
叩

分

(1
階
ホ
l
ル
)

。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

午

後
2
時
叩
分
か
ら
3
時

(
1階
ホ
ー

ル
)
テ
l
マ

「地
域
で
の
自
分
の
生

か
し
方
」、

話
題
提
供
者
:・
福
嶋
浩

Ar力ペラEよるビートルズナンバーの歓迎ライブ

「市民活動サポート委員会の E
L 部会員を募集 』
市民活動サポート委員会の部会で活動してくださる方

を募集します。同委員会は、市民・社会福祉協議会・市

の三者の共同運営で、市民公益活動・市民事業をサポー

卜する組織です。

募集する部会・人数総務部会(サポート委員会の会議

運営、会計、連絡調整、調査など)…パソコンの基本操

作ができる方、3人、情報部会 (市民活動に関する情報

の収集、広報誌やホームページの作成)…広報誌、ホー

ムページ作成の経験興味のある方。広報誌、ホームペ

ージ各2人(いずれも無繍・受通費無し)

申し込み・固電話で7月2日までに、総務部会…市民

活動サポート委員会ft7185・6300、情報部会・関谷2

7183-0047ヘ

彦
さ
ん
(
中
央
学
院
大
学
客
員
教
授
、

前
市
長
)
、
牧
野
畠
子
さ
ん
(
地
域
創

造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ぱ
理
事
)
ほ
か

。
参
加
団
体
の
1
分
間
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

午
後
3
時
か
ら
4
時

(
1階
ホ
1
ル
)

主
催

第
3
回
シ
ニ
ア
世
代
歓
迎
の

集
い
実
行
委
員
会
(
あ
ぴ
こ

N
P
O

法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
、
あ
ぴ

こ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
高
齢

社
会
へ
の
対
応
を
探
る
会
、
我
孫
子

市
商
工
会
、
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
市
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
、
あ
ぴ
こ
楽
校
協

議
会
、
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

我
孫
子
市
)

協
力

我
孫
子
脅
年
会
議
所
、
実
行

委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

圃

市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5

.
1
4
6
7
 

企当日発表される、地域での活動体験の様予

市
議
会
定
例
会

(
後
半
)
の
日
程

6
月
惜
日
間
環
境
経
済
常
任

委
員
会
(
午
後
1
時
開
会
)

6
月
叩
白川内

議
会
運
営
委
員

会
(
午
前
日
時
開
会
)
、
都

市
建
設
常
任
委
員
会
(
午
後
1

時
開
会
)

6
月
初
日
岡

本
会
議
(
採
決

等

・
閉
会
)
〈
午
後
2
時
開

会〉※
開
会
時
間
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
の

際
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は、

市
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す。

圃

議
会
事
務
局

・
内
線
2
6

0
 

震観賞パネル展示
我孫子市景観賞の昨年までの歴代受

賞写真をパネルで紹介します。

展示期間 7月4日制から7月18日制
場所第1会議室(随時見学可)

本の特集コーナー
“ぼくの町わたしの町"

我頚子市史資料を集めて展示します。

展示期間 7月1日聞から31日閃
固市民図書館布佐分館ft7189・1311
、市民図書館ホームページhttp://www

.Iibrary.city.abiko.chiba.jp/ 

“これぞ布佐"のビデオ上映
市民映像ライブラリーの中から“こ

れぞ布佐"という作品を上映します。

日時 6月30日出午前10時から正午
蝿所第1会議室、随時上映

※入退場自由。

親子で磐加のミニおはなし会
親子一緒に絵本を楽しみましよう。

日時 6月30日出①午前10時30分、

①午前11時30分(各20分程度)
場所おはなしの部匡

定員 当日先着20組(5歳以上なら子

どものみの参加も可)

鶴演会
日時 7月1日旧)午前10聞から正午
場所第1会議室

内容 「地域学はおもしろい~布佐の

昔とこれから"'J講師・石井英朗さん

(東日本国際大学名奮教授)

対象・定員大人、当日先着40人

首選び
こま・おりがみ・将棋・囲碁など。

日時 6月30日出午前10時から正午
蝿所第2会議室
対象 子どもから大人までどなたでも

参加可、入退場自由、予約不要

1~1 日空開館20除

“積書穂穏(百分館ヘ釘之ラ"
市民図書館布佐分館は、 7月1日で開館釦周年です。これを記念して

住み 慣 れた地域で まち暮 らせるてし立自
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平
成

1(7 

(
2
0
0
5
v
 年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
E
土
貸
借
対
照
表
)
な
ど
を
公
表

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
(
貸
借
対
照
表
)
は
、
年
度
末
時
点

で
財
務
状
況
を
企
業
会
計
的
手
法
で
把
握
し
た
も
の
で
、
市
の
資
産

と
負
債
、
正
味
資
産
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
表
す
も
の
で
す
。
今

回
は
平
成
げ

(
2
0
0
5
)
年
度
牢
成
叩
〈
2
0
0
6
〉
年
3
月

剖
日
現
在
)
の
普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
行
政
の
ど
の
よ
う
な
目
的
や
性
質
に
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
か
を
表
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
は

一
年
間
の
資
金
の
出
入
り
を
表
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
や

水
道
不
正
世
帯
会
計
、
市
と
連
携
協
力
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
土
地
開
発
公
社
や
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
を
連
結
し

て
、
そ
の
資
産
・
負
債
な
ど
の
全
体
像
を
表
し
た
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
産
合
計
は

9
9
1
億
4
5
0
0
万
円
に

平
成
口

(
2
0
0
5
)
年
度
末
現

在
の
資
産
の
合
計
は
、

9
9
1
億
4

5
0
0万
円
で
、

4
年
間
で
口
億
3

3
0
0万
円
増
加
し
ま
し
た
。
資
産

の
う
ち
、
有
形
固
定
資
産
は
社
会
資

本
整
備
の
進
展
に
伴
い

8
8
0
億
4

8
0
0
万
円
、
投
資
等
は
他
団
体
へ

の
出
資
の
増
に
よ
り
目
億
9
4
0
0

万
円
、
流
動
資
産
は
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
た
こ
と
や
、
市
税
な
ど

の
未
収
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

臼
億
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
で
は
、
道
路
、
公
園
、

市
営
住
宅
な
ど
の
土
木
関
係
が
4
2

-ー-~ 怠第 1191号

平成17(2005)年度普通会計バランスシート
(平成 18(2006)年3月31日現在)

単位:百万円

3
億
6
2
0
0万
円
、
小
中
学
校
、

図
書
館
、
公
民
館
、
体
育
館
な
ど
の

教
育
関
係
が
2
8
7
億
8
3
0
0万

円
と
、
こ
れ
ら
が
約
8
割
を
し
め
て

い
ま
す
。

負
債
合
計
は
、

3
3
9
億
8
5
0

0
万
円
で
、
そ
の
う
ち
固
定
負
債
の

地
方
債
と
流
動
負
債
の
翌
年
度
償
還

予
定
額
を
合
わ
せ
た
地
方
債
合
計
額

は
2
7
0
億
2
6
0
0
万
円
、

退
職

給
与
引
当
金
(
市
職
員
が
将
来
退
職

す
る
時
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
の

資産の劃 直履麹菌
有形固定資産 固定負債
総務関係 8，958 地方債 24，913 
民生関係 1，789 債務負担行為 。
衛生関係 4，810 退職給与引当金 6，959 
労働関係 。
農業関係 348 合計…⑬ 31，872 

商工関係 20 流動負債
土木関係 42，362 翌年度償還予定額 2，113 
消防育関係 969 翌年度繰上充用金 。
教関 係 28，783 

合計…⑤ 2，113 その他 9 

合(うち計土…地@) 
88，048 負債合計・・・@ 33，985 
(27，550) (⑬+@) 

投資等 m臆資雇園調
投資および出資金 2，041 

基貨付金金 76 国庫支出金・・・⑥ 10.251 
1，301 

退職手当組合積立金 2.476 県支出金・・・⑪ 1，347 

合計…⑥ 5，894 
一般財源等・・・① 53，562 

流動資産
現金・預金 4，028 

合計…@未収金 1，175 65，160 

合計…@ 5.203 
(⑥+⑪+①) 

資(@産+⑥合+。計) 99，145 
負債・正味資産合計

99，145 (CD+Q)) 

現
在
ま
で
の
勤
務
期
間
に
対
応
す
る

額
)
は

ω億
5
9
0
0
万
円
で
す
。

平
成
口
年
度
の
地
方
債
増
加
の
主
な

要
因
は
臨
時
財
政
対
策
債
日
億
2
9

8
0
万
円
の
発
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正
味

資
産
は
6
5
1億
6
0
0
0万
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
凶
億
9
7

0
0
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
我
孫

子
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
特
徴
は
、

有
形
固
定
資
産
と
負
債
(
地
方
債
な

ど
)
が
、
近
隣
自
治
体
に
比
べ
て
少

な
い
こ
と
で
す
。

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
と
資
源
を

有
効
に
活
用
し
た
行
政
経
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ス
的
・
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
一

戸コ
ス
ト
と
収
入

L

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
で
表
さ
れ
る
資
産
の
面
だ

け
で
は
な
く
、
市
の
行
政
活
動
で
大

き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
人
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
や
、
扶
助
費
・
補
助
費
の

よ
み
る
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
コ

ス
ト
(
資
源
の
消
費
)
と
、
そ
れ
に

対
応
す
る
収
入
を
表
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ス
ト
に
は
現
金
の
支
出
だ

け
で
は
な
く
、
減
価
償
却
費
や
退
職

手
当
引
当
金
な
ど
現
金
の
支
出
を
伴

わ
な
い
コ
ス
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。
一

方
、
地
方
債
の
償
還
額
(
公
債
利
子

118 
27 

145 
199 
2ワ2

2，126 

L塁Z
-2，452 

221 
1，732 

1，953 

な
ど
を
除
く
公
債
費
)
や
施
設
・
設

備
の
建
設
費
(
普
通
建
設
事
業
費
)

は
除
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

我
孫
子
市
の
行
政
コ
ス
ト
を
行
政

目
的
別
に
み
る
と
、
扶
助
費
や
繰
出

金
が
多
い
高
齢
者
・
子
ど
も
の
福
祉

な
ど
の
民
生
費
が

ω億
2
5
0
0
万

円
で
全
体
の
辺
・

3
%を
し
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
総
務
費
が
必
億
9

5
0
0
万
円

(
構
成
比
日
・

5
%
)
、

10 16 。73 185 35 211 913 (3劫

行政コスト

土
木
費
が
お
億
9
0
0
0
万
円
(
構

成
比

u
・
3
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
源
な
ど
増
減
額
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

過
去
か
ら
の
財
産
を
取
り
崩
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

げ
年
度
資
金
の
入
出
状
況

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

1
計
算
書
は
、

1
年
間
の
資
金
の
出
入
り
を
表
し
、

行
政
活
動
、
建
設
活
動
、
財
務
活
動

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
行
政
活

動
資
金
で
は
、
日
常
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
支
出
で
あ
る
職
員
の
給

料
(
人
件
費
)
や
物
品
の
購
入
(
物

件
費
)
な
ど
の
支
出
と
、
市
民
か
ら

の
税
金
(
市
税
)
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
な
ど
の
収
入
(
交
付
金
)
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
差
し
引
き
で
必

億
2
6
0
0
万
円
の
資
金
の
流
入
と

4 

収入項目

1 使用料・手数料等

b/aX 100 
2国庫(県)支出金 c

c/aX 100 
一般財源

d/aX 100 
収入 (b+c+d)

4正味資産国庫

支出金償却額

5 期首一般財源等

差引 (e+f-a)

一般財源等増減額

6 期末一般財源等

1，592 0 191 511 248 0 3 70 49 2 59 63 
5.7 0.0 4.1 5.7 8.2 0.1 1.0 41.7 1.2 0.1 1.4 13.0 

3，121/ 3542，222 195 ・ 8 1 214 6 127 ・

11.2/ 7.7 24.6 6.5 0.0 2.6 0.7 5.4 0.4 3.1 0.0 0.0 
21，2邸 ※1 r使用料・手数料等J…分担金および負担金、使用料、手数料、
76.3財産収入、寄附金、繰入金(基金取崩しによるものを除<)、話収入

25;咲お (貸付金元金償還金を除く)。
※2 r一般財源J…地方税、地方議与税、利子割交付金、配当割交付
金、線式等鍍度所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付

55，027 金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策
特別交付金、固有提供施設等所在市町村助成交付金。
※3 歳入接替等を行った特定財源t:、行政目的別には充当していない
ため、その合計11総額と一致しません。
※4 総額燭は、四鎗五入の調整のため、一致しない場合があります。

0.0 
b 

な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
活
動
資
金
で
は
、
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
の
建
設
に
使
っ
た
支

出
(
有
形
固
定
資
産
の
取
得
)
と
、

そ
の
補
助
と
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
た
収
入
(
国
・
県
支
出
金
)
が

計
上
さ
れ
、
支
出
が
幻
億
5
3
0
0

万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分

は
、
行
政
活
動
で
得
た
資
金
を
建
設

活
動
に
充
て
て
い
ま
す
。

財
務
活
動
資
金
は
、
主
に
市
債
に

関
す
る
支
出
と
基
金
か
ら
の
収
入
を

表
し
て
い
ま
す
。
建
設
活
動
を
行
っ

た
残
り
の
資
金
に
手
持
ち
の
資
金
を

加
え
て
、
市
債
の
返
済
に
充
て
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

-
年
前
と
比
較
し
て
、
資
金
は
2

億
2
1
0
0
万
円
増
え
ま
し
た
。

3
面
へ
つ
づ
く

446 
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成
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平

侍

(1)人件費

(2)退職給与引当
金繰入等

小計

(1)物件費

(2)維持補修費

(3)減価償却費

小計

(1)扶助費

(2)補助費等

(3)繰出金

(4)普通建設事業費

小計

( 1 )公債費(利子分のみ)

(2)不納欠損額等

小計

行政コスト

(構成比率)

d 

e 
(県)
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53，部2
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前
ぺ

l
ジ
か
ら

連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て

連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
と

関
係
団
体
を
連
結
し
て
一
つ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
供
給
主
体
と
み
な
し
、
公

的
資
金
等
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
資

産
の
状
況
と
そ
の
財
源
と
し
て
の
負

債
等
(
地
方
債
な
ど
)
の
全
体
像
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

平
成
口
年
度
末
の
市
の
連
結
で
の

資
産
総
額
は
1
4
5
0億
9
3
0
0

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
負

担
苔
示
す
負
債
は
5
5
0億
8
5
0

0
万
円
で
、
資
産
と
負
債
の
差
額
が

9
0
0億
8
0
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

作
成
に
あ
た
っ
て

今
回
お
知
ら
せ
す
る
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
は
、
国
が
示
し
た
基
準
に
基
づ

き
作
成
し
た
も
の
で
、
基
礎
数
値
は

昭
和
制

(
1
9
6
9
)
年
度
以
降
の

~ -.. ti 怠

決
算
統
計
デ
l
タ
を
用
い
て
い
ま
す
。

決
算
デ
1
タ
は
、
一
般
会
計
や
特

別
会
計
の
範
囲
が
地
方
公
共
団
体
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
比
較
し
や
す

い
よ
う
に
、
共
通
の
基
準
で
調
整
し

た
「
普
通
会
計
」
を
基
準
に
し
て
い

平成17(2005)年度連結バランスシート
(平成 18(2006)年3月31日現在)

単位:百万円

普通
公営事業会計
一部事務組合
地方三公社
第三セクター ま

す
。

有
形
固
定
資
産
は
、
そ
の
年
度
に

整
備
し
た
学
校
や
道
路
な
ど
の
建
設

費
や
土
地
取
得
費
を
そ
の
ま
ま
取
得

価
格
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
の
土
地

一部事務組合地方債
地方三公社閥借入金
引当金
(退職給与引当金)

128，0591 (その他の引当金)

合計…⑮

1，7621流動負債
761翌年度償還予定額

3，8141その他
21合計…⑤

負債合計・・・@
5，6541 (⑬+@) 

計...@

投資等
投資および出資金
賞付金
基金
その他

..6. 
ロ

平
成
惜

(
2
8

6
)

年度
情
報
公
開
と
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

情
報
公
開
制
度
(
平
成
7
〈

1
9

9
5
〉
年
ス
タ
ー
ト
)
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
市
が
保
有

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
市
で
は
市
政
へ

の
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
、
会
議

を
原
則
公
開
し
て
お
り
、
誰
で
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
自
己
に

関
す
る
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
利
用

停
止
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

。
情
報
の
公
開
・
個
人
情
報
の
開
示

請
求
状
況

平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
度
の
情

報
の
公
開
請
求
は
幻
件
あ
り
、
そ
の

、2
り
6
件
は
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

公
開
請
求
の
決
定
状
況
は
表
1
、
請

求
の
主
な
内
容
は
表
2
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
不
存
在
に
つ
い
て
の
不

服
申
立
て
が
1
件
あ
り
、
情
報
公
開

・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
決
定
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

。
会
績
の
公
開

平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
度
中
に

開
催
し
た
会
議
は
、
市
役
所
全
体
で

3
3
7
回
で
し
た
。
そ
の
、

2
り
、
非

公
開
と
し
た
会
議
は
1
4
1
回
で
、

主
な
も
の
は
介
護
認
定
審
査
会
(
幻

回
)
で
し
た
。
公
開
し
た
会
議
は
1

9
6
回
、
傍
聴
人
に
発
言
の
機
会
を

設
け
た
会
議
は
1
6
5
回
で
、
傍
聴

人
は
延
べ

2
8
1
人
、
そ
の
う
ち
発

言
者
は
時
人
で
し
た
。

。
請
求
の
手
続
き
は

情
報
公
開
と
個
人
情
報
の
開
示
な

ど
の
請
求
は
、
情
報
公
開
総
合
窓
口

(
市
役
所
本
庁
1
階
行
政
情
報
資
料

室
)
、
教
育
委
員
会
、
水
道
局
、
消

防
本
部
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

公
闘
を
請
求
す
る
場
合
は
、
情
報

公
開
(
自
己
情
報
開
示
)
請
求
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送

に
よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
)
。

本
人
の
情
報
開
示
請
求
に
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
と
確

認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

。
行
政
情
報
資
料
室
の
ご
利
用
を

市
の
計
画
舎
や
各
種
刊
行
物
、
統

計
資
料
や
国
・
県
の
資
料
な
ど
を
閲

覧
、
コ
ピ
l
(有
料
)
が
で
き
ま
す
。

利
用
時
間

午
前
8
時
加
分
か
ら
午

後
5
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
・
年
始
を
除
く
)

圃
総
務
課
・
内
線
4
0
9

以
外
の
有
形
固
定
資
産
は
、
一
定
の

基
準
で
減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
う
し
た
施
設
に
充
て
ら
れ
た

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
も
同

様
に
減
価
償
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

圃
財
政
担
当
・
内
線
2
2
3

計...⑥..6. 
ロ

8.6411国庫支出金…⑥
i6661県支出金・⑪

731他国体および民間出資分
|一般財源等・①

11.3801 
.合計…@

(⑥+⑪+①) 

よび責産・負慣差額合計 4

0) I 

流動資産
現金・預金
未収金
その他

合計…。

合計

87 

取り下げ

6 

不存在

10 

非公開。部分公開

35 

公開

36 

V表 1

区分

情報の公開

資産合計
(@+⑥+@) 

非公開理由

不存在(取得せf)

保
険
税
は
締
期
限
肉
に
締
め
ま
し
ょ
う

国

民

健

康

保

険

を

支

え

る

の

は

あ

な

た

で

す

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
加
国
保
の
医
療
保
険
分
(
医
療
分
)
と

入
者
が
保
険
税
を
負
担
し
あ
う
こ
と
介
護
保
険
分
(
介
護
分
)
を
合
計
し

に
よ
り
、
万
が
一
病
気
や
け
が
を
し
た
額
を
国
保
の
保
険
税
と
し
て
納
め

た
時
に
、
医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
ま
す
。
臼
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

こ
と
で
、
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
料
は
別
途
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
相
互
扶
助
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
支
按
課
に

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
、

6
月

O
保
険
税
の
支
払
い
は
口
座
振
替
で

日
日
に
、
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
指
定
口
座

す
の
で
、
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
翌

し
よ
う
。

年

以

降

も
継
続
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

。
国
民
健
康
保
険
税
の
算
{
昼
刀
法
は
簡
単
で
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
、

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
は
、
預
貯
金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
お
持

下
図
の
と
お
り
で
す
。
ち
の
、
?
ぇ
、
下
表
の
金
融
機
関
で
簡

な
お
、
介
護
分
の
対
象
に
な
る
の
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

は、

ω歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
で
す
@
休
日
納
税
相
醗

が、

ω歳
以
上
回
歳
未
満
の
方
(
介
毎
月
第
1
日
曜
日

(
1
月
は
第
2

護
保
険
の
第
2
号
被
保
険
者
)
は
、
日
曜
日
)
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の

個人情報

不存在

個人情報

個人情報

個人情報

不存在(取得せf)

個人情報

不存在(取得せf)
不存在

決定状況

公開(職業職歴)

非公開(学歴国籍)

公開

公開

公開(住居表示台極)

部分畑(師表示轍制措)

非公開(案内図)

部分公開

公開

部分公開

公開

部分公開

非公開

公開

公開

公開

部分公開

非公開

非公開

公開

公開

情報の内容

自治基本条例策定委員に関する情報

V表2

実施機関

コピー機の賃貸借契約に関する情報

市の臨時職員、嘱託職員の情報

「石けん条例Jに関する情報

市軍営保育園の聞読t:fった錨誌などの情報
道路境界に関する情報

開発許可申請に関する情報

道路位置指定に関する情報

建築計画概要に関する情報

消防本部消防署の電気料金に関する情報

J¥中学校の特殊学級に関する情報
教育委員会

保有施設の電気料金などに関する情報

A 市長選候補者の収支報告に関する情報
量誉慢委員会

市長の市韻選、市長選に提出した経歴書

監査委鱒鯛櫨宮保育園の民営委託t:fった錨誌などの情報
市皆保育園の民営読t:fった錨誌などの情報

韻会事務局
韻員の政務調査費の眼支報告に関する情報

住居表示に関する情報
市長

納
付
と
国
民
健
康
保
険
加
入
・
脱
退

手
続
き
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
国
保
年
金
課
(
受
付

時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
)

@
国
保
財
政
は
ピ
ン
チ
で
す

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
被
保
険

者
か
ら
納
め
ら
れ
る
保
険
税
、
国
庫

支
出
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

+ 

IA~I民奇書臥保惨税i止ζ うして決めら れま 司

自=1哩報知1+142品
国民健康保険運営協議会

被保険者代表委員を募集

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

療
養
費
、
高
額
療
養
費
の
増
加
な

ど
年
々
支
出
が
増
え
て
い
ま
す
。
増

加
す
る
療
養
費
な
ど
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
運
動
、
栄
養
、

休
養
な
ど
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

上
手
に
医
療
を
受
け
ま
し
ょ
、
っ
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

V口座振替金融機関一覧

|千葉・三菱東京UFJ・京葉・千葉興業・常陽・銀 行 |
|三井住友・関東つくば・みず1;・りそな・茨城

信用金庫 |千葉・東京ベイ・水戸
その他 |東葛ふたぱ農業協同組合・郵便局

募集人数 4人(被保険者代表)

任期 10月1日から2年間
会議の開催平日の昼間

報酬 会議などに出席の場合日額7000円
選考方法選考委員会によるレポート審査

申し込み国民健康保険についての意見・

提言などを800字程度にまとめ、別紙に

恒月、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、

封筒表面に「応募Jと明記し、 6月30日

必着で〒270・1192市断固保年金謀(住

所省略可)ヘ郵送または持参

国国保年金謀・内線325

市では、国民健康保険運営協議会の被保

険者代表委員を募集します。

国民健康保険運営協議会は、国民健康保

険の運営について、意見突換や謂査、審議、

市長への意見の答申などを行う機関で、被

保険者代表、保険医または保険薬剤師代表、

公益代表(学識魁撃者)、被用者保険等保

険者代表の 13人で構成されます。
応募資格市内在住の20歳以上で国民健
康保険に加入している方(他の審議会など

の委員に委嘱されている方を除く)

※女性の積極的な応募をお願いします。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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市
で
は
、
我
孫
子
駅
南
口
の
け
や

き
プ
ラ
ザ
前
(図
参
照
)
に
「
(仮
称
)

我
孫
子
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
役
割
、
運
営
方

針
、
整
備
方
針
な
ど
を
作
成
す
る
た

め
検
討
委
員
会
の
公
募
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
(
委
員
会
は
、
ほ
か
に

商
工
・
観
光
関
係
者
や
市
内
運
輸
事

業
者
、
市
内
大
学
の
推
薦
者
な
ど
で

構
成
)

対
象
・
定
員

市
内
在
住
初
歳
以
上

で
、
観
光
と
情
報
発
信
に
強
く
関
心

の
あ
る
方
、

5
人
程
度

任
期
・
開
催
回
数

平
成
四

(
2
0

0
7
)
年
ロ
月
ま
で
の
期
間
で
7
回

程
度
開
催
予
定

選
考

選
考
委
員
会
に
よ
る
審
査

報
酬

1
回
1
0
0
0円

~ 怠

注意報発信申は
屋外での淑しい運動を
避けましょうコ

第 1191号

光他学ズモツ伎に
ご注意を

天王台一炉応
募
方
法

「我
孫
子
の
観
光
お

よ
び
情
報
発
信
に
つ
い
て
」
の
意
見

や
提
言
な
ど
を
8
0
0字
以
内
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

6
月
却
日
必

着
で
、
〒
2
7
O
I
l
-
9
2
(住

所
省
略
可
)
市
箆
慰
問
工
観
光
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

圃

商
工
観
光
課
E
7
1
8
5
・
1

4
7
5
 

千
葉
県
で
は
、
毎
年
4
月
か
ら
叩

月
に
か
け
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
常

時
監
視
し
て
い
ま
す
。

市
で
は

「光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
防
災
行

政
無
線
で
一
斉
に
放
送
す
る
ほ

か
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
や
支
所
な

ど
に
発
令
板
を
掲
示
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、

6
月

か
ら
9
月
の
夏
場
を
中
心
に
、

晴
天
で
気
温
が
高
く
風
の
弱
い

日
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
、
で

き
る
だ
け
避
け
て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
影
響
で
、

自
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど

が
痛
ん
だ
り
、
頭
痛
が
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
症

介護保険市民会議の
雷員を募集

あなたの意見を生かしてみませんか

議
」
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
・
客
員
市
内
在
住
の
、
①

ω

歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
方
②
臼
歳
以
上

の
方
で
、
任
期
を
通
し
て
会
議
に
出

席
で
き
る
方
(
他
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
は
除

く
)
、
①
②
と
も
各
2
人

選
考

選
考
委
員
会
に
よ
る
審
査

任
期
・
開
催
回
数

任
期
は
平
成
四

年
8
月
か
ら
3
年
問
。
会
議
は
3
カ

月
に
1
回
程
度
、
平
日
に
開
催
予
定

報
酬

会
議
出
席
に
つ
き
1
日
7
0

0
0
円

応
募
方
法
「
わ
が
ま
ち
の
介
護
保

険
」
ま
た
は

「介
護
保
険
と
介
護
予

防
」
の
ど
ち
ら
か
一
つ
に
つ
い
て
、

意
見
や
提
言
な
ど
を
8
0
0
字
以
内

に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
初
日
必

着
で
〒
2
7
o
l
-
-
9
2
(住
所

省
略
可
)
市
役
所
介
護
支
援
謀
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

圃

介
護
支
援
課
・
内
線
4
1
2

な
お
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因

と
な
る
窒
紫
酸
化
物
の
排
出
を
削
減

す
る
た
め
、
一
阜
の
運
転
は
で
き
る
だ

け
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
3

市職員のエコルックでの
勤務にご理解を

市では、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出

量を削減するため、地球温暖化対策実行計画「あぴこ工

コ・プロジェク卜Jを策定し、市の事務・事業力環境に与

える負荷を少なくする努力を続けています。

市庁舎でも地球温暖化防止のため、冷暖房に頼りすぎ

ない室内温度を心がけています。特に6月1日から9月

30日までを「工コルック推進期間Jとして、市職員は軽

装で勤務を行っています。

なお、 8月25日凶に教育委員会主催のハワイアンイペ
ン卜、「アロハフエスタinアピコ'07Jを行います。フエ

スタ終了までの問、 PRを兼ね、一部の職員は「アロハ
シャツJを着て勤務します。
ご理解をお願いします。

固手賀沼諜・内線462

市
は
、
現
在
の
介
護
保
険
事
業
計

画
を
見
直
し
、
新
た
に
平
成
幻

(2

0
0
9
)
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
す

る
計
画
を
墾
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

我
孫
子
市
の
介
護
保
険
を
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
く

「介
護
保
険
市
民
会

状
の
軽
い
場
合
は
、
洗
眼
、
う
が
い

な
ど
の
応
急
手
当
て
を
し
て
か
ら
安

静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
重
い

場
合
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
、
っ
。

国
道
均
一
号
等
、
干
葉
県
北
西
部
の
交
通
の

円
滑
化
を
目
指
し
た
計
画
の
た
た
き
台
が
一
罰
さ
れ
ま
し
た

市
役
所
で
パ
ネ
凡
慮

千
葉
柏
道
路
検
討
会
(
※
1
)
で

は
、
国
道
凶
号
を
中
心
と
し
た
千
葉

県
北
西
部
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
の

「計
画
の
た
た
き
台
」
を
示

し
ま
し
た
。
こ
の

「計
画
の
た
た
き

台
」
に
つ
い
て
関
係
6
市
内
で
、
パ

ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。
我
孫
子
市
で

は
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示
の
日
時
・
場
所

6
月

お
日

ωか
ら
却
白
幽
午
前
8
時
加
分

か
ら
午
後
5
時
、
市
役
所
十
杢
庁
舎
1

階
ホ

l
ル

※
計
画
の
た
た
き
台
は
「ち
ぱ
こ
く
」

ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
耳
哲
¥
¥
当
者
宅

-w

可
-B
E-mo甘
¥己
己
σ釦
¥
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雨水抑制施設の
設置費岡を補助 e 

e 

市
で
は
、

雨
水
抑
制
施
設
を
設
置

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

雨
水
抑
制
施
設
は
、

雨
水
を
地
下
に

浸
透
さ
せ
た
り
、
貯
留
す
る
事
に
よ

り
雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る
効
果
の

あ
る
施
設
で
す
。

※

「
計
画
の
た
た
き
台
」
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
都
市
計
画
課
、
各
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ハ
ガ
キ
が
付
い
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
1

千
葉
柏
道
路
検
討
会
は
、
平

成
四
年
設
立
。
国
土
交
通
省
千
葉
国

道
事
務
所
、
千
葉
県
、
関
係
6
市
(
野

田
市
、
柏
市
、
我
孫
子
市
、
印
西
市
、

白
井
市
、
八
千
代
市
)
で
構
成
。

回

国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所

「千
葉
柏
道
路
」
担
主
君
0
1
2
0
・

4
9
4
・
0
1
6
m
0
4
3
・
2
5

6
・
0
8
4
1
E
メ
l
ル
己
己
σω-

W
E
E
J
S@
wR
自
民
汁
向
。
匂

対
象

市
内
に
所
有
す
る
3
0
0
d

未
満
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
、

庖
舗
な
ど
に
①
浸
透
ま
す
②
浸
透
ト

レ
ン
チ
(
設
置
す
る
長
さ
が
1
m
以

上
)
③
雨
水
貯
留
槽
(
貯
留
量
1
5

0
t以
上
)
の
い
ず
れ
か
を
年
度
内

に
設
置
す
る
方
(
①
②
は
地
形
や
地

質
に
よ
り
交
付
対
象
外
と
な
る
区
域

が
あ
り
ま
す
)

補
助
額

設
置
に
要
し
た
額

(1
0

0
0円
未
満
切
り
捨
て
)
で
、
-
施

設
に
つ
き
3
方
円
、

2
施
設
以
上
の

場
合
は
5
万
円
を
限
度

必
要
な
書
類

案
内
図
、
住
宅
平
面

図
、
配
管
図
、
構
造
図
、
工
事
写
真
、

見
積
書
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し

※
書
式
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
方
法
や
対
象
外
と
な
る
区
域

な
ど
、
詳
し
く
は
治
水
謀
・
内
線
5

5
7
へ
。

市税・国保税の

特別納税相談
6月23目(土)・ 24目(目)
平目、仕事などで窓口に来られない方を

対象に、市税(市県民税、固定資産税、軽

自動車税)と国民健康保険税の納税相談を

行います。当日は、納付も受け付けますの

で、ご利用ください。

日時 6月23日出 .24日(日)午前9聞から
午後4時

場所市概収縮(市彼何本庁舎1階)
回 収税諜・内線366、国保年金諜・内線

※当日はft7185・1349ヘ。

胃がん穣診(前期)
申し込みはお済みですか?

干葉県福祉ふれあいプラザ

日・場所 7月17日側.20日幽.23日明1)• 24 
日側.25日制.30日側、 31日仰のいずれも午
前中、保健センター

内容胃部レントゲン検査(費用800円)
対象 市内に住民登録・外国人登録をしている

昭和43(1968)年3月31日以前に生まれた方

申し込み・圃 ハガキに住所、氏名、生年月目、

性別、電話番号を明記し、 6月25日必着で〒
270・1132湖北台1の12の市健康づくり支援諜
ft7185・1126ヘ
※受診者には7月上旬に「検診の案内をJ発送。

※詳しくは広報あぴこ6月1日号をご覧下さい。

ドレー±ーを募集

動務日 土、日曜日出勤可能な方、

常勤または非常勤(週2日以上)

対象・定員介護予防トレーニング

センタートレーナ一、若干名

賃金時給1000円以上
選考方法書類選考と面接

※詳しくは、千葉県福祉ふれあいプ

ラザ、小林ft7165・2881ヘ。

けやきプラザで
働きませんか

同一歩
l
広
告
を
追
加
募
集

市
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
の
パ
ナ
l
広
告
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

雷
同
一
枠
月
額
1
方
5
0
0
0
円

(
パ
ナ
l
規
格
あ
り
)

※
詳
し
く
は
、

市
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
か
広
報
室

・
内
線
2
7
4
へ
。

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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今
回
白
鳥
の
博
物
館
企
画
展

日
程

6
号

民

白
か
ら

9
2晶

場
所

烏
の
博
物
館

テ
l
マ

て
が
た
ん
手
賀
沼
フ
ィ

ー
ル
ド
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
へ
の
誘
い

内
容

「
て
が
た
ん
」
と
は
手
賀
沼

出
品
例
探
烏
会
の
こ
と
。
毎
月
第
2
土

曜
日
、
博
物
館
周
辺
の
自
然
を
散
策

し
な
が
ら
、
烏
や
昆
虫
、
花
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
を
季
節
に
合
わ
せ

て
観
察
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
じ
っ
く
り

観
察
し
続
け
る
と
、
見
慣
れ
た
風
景

の
中
に
、
驚
く
ほ
ど
多

様
な
生
き
物
た
ち
が
蹴

わ
り
合
い
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、

「
て
が
た
ん
」
で
の
発

見
の
楽
し
さ
の

一
端
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

主
催

・
固

烏
の
博
物

館
宮
7
1
8
5
・
2
2

1
2
 

-ー-.. t1 事

題帝

取[þ[þ乎~

島近なとり
-
ea邑

びお

(ホトトギス目ホトトギス科)

初
夏
の
ヨ
シ
原
や
林
で

「キ
ヨ
キ

ヨ
キ
ヨ
キ
ヨ
キ
ヨ
」
と
い
、
っ
声
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
声
の

正
体
は
夏
烏
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
す
。

「特
許
許
可
局
」
や

「
て
っ
ぺ
ん
か

け
た
か
」
と
聞
こ
え
る
と
一
言
わ
れ
ま

す
。去

年
、
朝
方
に
こ
の
声
を
聞
い
た

と
い
う
来
館
者
の
方
が
多
く
い
ま
し

た
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
ヒ
ヨ
ド
リ
く
ら

中野久夫さん (鳥の博物館友の会)

村松和行さん (鳥の博物館)

真写
文

見にきませんか

巴
、
ノ

漉
ネ

開
ウ

恥
ホ

烏
の
博
物
館
で
は
、

一
昨
年
か
ら

3
階
展
望
テ
ラ
ス
の
ミ
ニ
水
生
植
物

園
で
田
ん
ぼ
の
土
な
ど
を
管
理
し
た

と
こ
ろ
、
水
槽
で
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ピ

(
豊
年
エ
ピ
)
〈
写
真
〉
が
発
生
し

ま
し
た
。

こ
の
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ピ
は
、
初
夏
の

水
田
で
よ
く
見
ら
れ
、
か
つ
て
は
タ

キ
ン
ギ
ョ
と
か
オ
バ
ケ
エ
ピ
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
全
体
が
白
っ
ぽ

く
透
明
感
が
あ
り
、
仰
向
け
に
泳
ぐ

い
の
大
き
さ
で
、
頭
か
ら
胸
と
背

中
は
青
み
が
あ
る
灰
色
、
腹
部
は

白
く
黒
い
需
が
あ
り
ま
す
。
飛

ぶ
姿
は
小
さ
な
タ
カ
の
よ
う
で
す
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
類
は

「影
山
」
と

い
っ
て
自
分
で
巣
を
作
っ
て
子
育

て
を
せ
ず
、
仮
親
と
な
る
他
の
烏

の
巣
に
、
自
分
の
卵
を
産
ん
で
育

て
て
も
ら
い
ま
す
。
本
州
で
は
ホ

ト
ト
ギ
ス
は
主
に
ウ
グ
イ
ス
の
巣

に
産
卵
し
ま
す
。
卵
の
色
も
ウ
グ

イ
ス
の
卵
と
同
じ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

色
で
す
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
ウ
グ
イ

ス
が
い
な
い
聞
に
、
た
っ
た
叩
秒

ほ
ど
で
産
卵
し
ま
す
。
し
か
し
そ

の
た
め
に
ウ
グ
イ
ス
が
巣
作
り
を

す
る
段
階
か
ら
、
ず
っ
と
注
意
深

く
観
察
し
、
産
卵
の
機
会
を
狙
っ

て
い
る
の
で
す
。
子
育
て
を
し
な

い
分
の
苦
労
は
そ
こ
に
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

の
が
特
徴
で
す
。

昔
は
手
賀
沼
周
辺
の
水
田
で
よ
く

見
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
動
物

の
一
つ
で
す
。

多
く
の
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い

田
ん
ぼ
の
生
き
物
で
も
あ
り
、
初
め

て
見
る
人
に
と
っ
て
は
田
ん
ぼ
の
持

つ
生
き
物
を
育
む
力
の
大
き
さ
に
驚

く
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
、
博
物
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

固

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

第
1
回

同
発
戸
の
谷
津
で
注
目
し
定
い
虫
定
ぢ

弘
樹
閣
間
劉
司
書

今
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、

今
ま
で
暖
か
い
地
方
に
し
か
い
な
か

っ
た
チ
ョ
ウ
や
カ
メ
ム
シ
、
そ
の
他

の
虫
た
ち
が
、
現
在
は
開
発
戸
の
谷

津
で
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
房
総
丘
陵
産
と
さ
れ
る
虫

や
千
葉
県
未
記
録
種
も
こ
の
地
で
はン手

」
内
J

司
d

A
司
川

，

t
 

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

講
座
で
は
、
谷
津
で
注
目
し
た
い

虫
た
ち
ゃ
県
内
の
貴
重
な
種
類
を
紹

介
し
ま
す
。

日
時

6
月
初
日
出
午
後
1
時
却
分

か
ら
3
時

場
所

烏
の
博
物
館

講
師

青
木
直
芳
さ
ん
(
開
発
戸

・

都
部
の
谷
津
を
愛
す
る
会
、
元
品
川

区
立
桜
田
中
学
校
校
長
)

対
象

小
学
生
以
上

参
加
費

無
料
(
た
だ
し
入
館
料
が

か
か
り
ま
す
。
小

・
中
学
生
は
無

料
)

申
し
込
み

不
要

主
催

・
固

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8

5
・
2
2
1
2

音
楽
の
お

/¥μ毛
の

昼
下
が
り
の
コ
亥
可
l
一ト

「
音
楽
の
お
く
り
も
の
昼
下
が

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
音
楽
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
の
発
表
の
場
と
し

て
毎
回
演
奏
者
を
募
集
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

第
1
回
目
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
す
。

気
軽
に
生
演
奏
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

出
演
目

9
月
四
日
出
午
後
2
時
か

ら
3
時
却
分
(
演
奏
時
間
1
組
加
分

程
度
)

場
所

あ
ぴ
こ
市
民
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ

安
ら
ぎ
と
幸
せ
を
感
じ
る

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
(
演
奏
方
法

・
楽
轄

の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
)

対
象

個
人
ま
た
は
叩
人
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
で
過
半
数
以
上
の
方
が
①
②

の
応
募
条
件
に
該
当
さ
れ
る
こ
と
。

①
市
内
在
住

・
在
学

・
在
勤

・
出
身

ま
た
は
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
で
時
歳
か
ら
紛
歳
未
満
(
平

成
四
年
4
月
1
日
現
在
)
の
方
。
②

我
孫
子
市
民
文
化
祭
を
は
じ
め
平
成

四
年
度
に
実
施
さ
れ
る
教
育
委
員
会

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
な
い

方
※
伴
奏
者
も
演
奏
者
と
み
な
し
ま

す
。

定
員

3
組
程
度
(
募
者
多
薮
の
場

合
は
抽
選
)

出
演
料

4
0
0
0
円
+
(
メ
ン
バ

ー
人
数
×

1
0
0
0
円
)
〈
準
備
費

.
突
通
費
と
し
て
)

※
楽
器
は
持
参
(
ピ
ア
ノ
と
ピ
ア
ノ

演
奏
者
を
募
集

イ
ス
二
脚
以
外
)。

※
デ
モ
テ
l
プ
歓
迎
。

決
定
通
知

7
月
下
旬
に
通
知

主
催

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

・
固

郵
送
ま
た
は
E
メ

ー
ル
で
申
込
用
紙
(
文
化
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

7
月

日
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-
6
6

我
孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会
文
化

課
文
化
振
興
担
当
宮
7
1
8
5
・
1

6
0
1
E
メ
l
ル
σzロ
wω
@
包
門
司
・

ωσFRO-o
v
Eど
匂
へ
ま
た
は
持
参

※
メ
l
ル
応
募
の
場
合
の
み
必
要
事

項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
任
意
の
様

式
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
今
後
、
ロ
月
と
2
月
に
異
な
る
テ

ー
マ
で
演
奏
者
を
募
集
し
ま
す
。

祉会をOlるくする運動
.・講演会&演奏会・.

「社会を明るくする運動J・我孫子市実施委員会では、 7月の強調月間の活動と

して、講演会と演奏会を実施いたします。

社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人

たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非

行のない明るい社会を築こうとする法務省主唱の全国的な運動です。

日時・場所 7月1日旧)午後2時から4時30分、湖北地区公民館

内寄 講演会 「子どもをぜれない大人たちへJ講師 :桂才賀さん(落語家、少

年院篤志面接員)

演奏会-我孫子市立湖北中学校吹奏楽部

定員当日先着250人

針。費 無料

園 生活支援課 ・内線377

舛国人の不法就労防止に
ご協力を

「短期滞在jなどの在留資格での労働や不法滞在者による労働など、法的に認めら

れていない不法就労力澗題になっています。

外国人を雇うときは、必ずパスポー卜や外国人登録証明書などを見て、 在留資格の

確認をしてください。

・雇用できない外国人

不法入国者、不法上陸者、在留期聞が超過した外国人、 在留資格が短期滞在 ・留

学・就学・文化活動・家族滞在の外国人、外国人登録証明書の 「在留の資格・在留期

間j欄に 「在留の資格なしJと記載されている外国人

・雇用できない外国人を雇つだ蝿含

働くことが認められていない外国人を雇った場合や、その雇用をあっせんした者な

どは、 3年以下の懲役もしくは300万円以下の罰金の処罰の対象となります。

固 我孫子警察署ft7182-0110

災害専用電話 (台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ'J簡《記εぃ
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略黒
しはタ
て 市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
記 tそ
で市
す竺。....
%.ヱ"
墳 序
自主
は E

圃共

要携
主主
己主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
交
通

・
地
域
安
全

推
進
コ
ン
サ
ー
ト

日
6
月
お
日
回
目
時
5
日
時
mw
分

所
我
孫
子
第
三
小
学
校
体
育
館

内

。
千
葉
県
瞥
察
本
部
安
全
教
育
課
に

よ
る
求
通
安
全
講
話
(
寸
劇
)
叩
時

叩
分

s
m時
必
分
。
振
り
込
め
詐
欺

等
の
被
害
防
止
に
関
す
る
防
犯
講
話

回
時
mw
分
5
日
時

O
千
葉
県
嘗
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
会
日
時
i
U時
必
分

対
当
日
先
着
3
0
0
入

費

無

料

持
上
履
き
主
我
孫
子
響
察
署
、
我

孫
子
市

圃
我
孫
子
警
察
署
交
通
課

宮
7
1
8
2
・
0
1
1
0
、
市
役
所

市
民
安
全
室
・
内
線
4
8
6

み
ん
な
で
応
援
に
行
こ
う
l

(
ラ
グ
ビ
ー
オ
ー
プ
ン
戦
)

日
・
内
①
6
月
幻
自
国
U
時
i
N
E

C
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
対
東
芝
プ
レ

イ
ブ
ル
l
パ
ス
②
6
月
初
日
同
日
時

i
N
E
C
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ツ
ツ
対
三

洋
電
機
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
所
N
E

C
我
孫
子
グ
ラ
ン
ド
(
寧
で
の
来
場

不
可
)
費
無
料

※
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ツ
ツ
ホ
1
ム
ペ
ー

ジ

Z
G一
¥
¥
若
者
毛
-
ロ
仰
の
印
。

0
2

m
b
oけ
¥

四
宮
義
俊
日
本
画
展

「
躯
体
と

そ

の

末
尾
」

日
6
月
幻
日
同

smm日
ω9時
sm

時

所
旧
村
川
別
荘
・
母
屋

内
旧

村
川
別
荘
母
屋
(
旧
我
孫
子
宿
本
陣

離
れ
)
を
使
用
し
た
日
本
画
の
展
示

費
無
料
圃
四
宮
古
0
9
0
・
8
5

1
1
・
9
1
8
8

" * 第 1191号

日
・
:
日
時

所
・・・場所

第
げ
固
墨
雅
会
展

日
6
月
幻
自
国

s
U日
制
叩
時

S
時

時
(
訂
日
は
H
時
却
分
ま
で
)
所
市

民
プ
ラ
ザ

出
展
者
墨
雅
会
会
員
、

故
・
小
泉
雅
司
郎
さ
ん
費
無
料

圃
篠
田
宮
7
1
8
2
・
2
8
4
2

友
の
会
舞
踊
発
表
会

日
6
月
包
日
冊
目
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

出
友
の
会
会
員
費
無

料

圃
竹
内
包
7
1
8
8
・
8
9
2

9
 レ

イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ

(柏
駅
前
販
売
会
)

日
6
月
初
日
出
口
時
5
日
時
所
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
2
階
入
口
(
柏
駅
東

口
)

内
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山

高
等
学
園
の
生
徒
が
専
門
実
習
で
生

産
し
た
縫
製
品
、
染
め
織
物
、
陶
磁

器
、
野
菜
な
ど
の
販
売

圃
県
立
特

別
支
援
学
校
流
山
高
等
学
園
宮
7
1

4
8
・
0
2
0
0

参
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

。
一ュI

ス
ポ
ー
ツ
体
験
書

会

日
6
月
初
日
出
M
時
S
M時
却
分

所
市
民
体
育
館
内
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ

ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

対
小
学
生
以

上
持
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し、

6
月
幻
日
必

着
で
〒
2
7
O
I
l
-
-
1古
戸
6

9
6
市
民
体
育
館
内
教
育
委
員
会
体

育
謀
容，
ee--
8
7
・
7
5
5
5
へ

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

乗
馬
と
じ
ゃ
が
い
も
堀
り

日
6
月
M
日
冊
目
時
却
分
(
雨
天
時

7
月
1
日
制
)

所
仲
馬
倶
楽
部

(
江
蔵
地
1
0
2
7
の
6
)

対
先

着
1
0
0
人
費
小
学
生
5
0
0
円、

中
学
生
以
上
7
0
0
円
(
掘
っ
た
じ

ゃ
が
い
も
は
1
人
1
同
持
ち
帰
り
)

持
軍
手
、
持
ち
帰
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル

袋

申

・
圃
電
話
で
N
P
O
法
人
我

孫
子
乗
馬
会
宮
7
1
8
8
・
2
8
6

4

へ
社
会
保
険
労
務
士

受
験
対
策
講
座
開
催

日
7
月
日
日

i
u月
4
日
毎
週
火
曜

日
と
一
部
土
曜
日
(
全
初
回
)
四
時

1
2
時
(
土
曜
日
日
時
i
M
時
)

所
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
先
着
犯
人
費
6
万
円
(
テ
キ
ス

ト
代
別
途
)

申

・
圃
電
話
で
き
わ

や
か
ワ
1
ク
の
だ
宮
7
1
2
1
・
1

1
8
4
へ

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
教
室

日
7
月
お
日
同

-
U
日
樹
、

8
月
口

日
働
(
全
3
回
)
9
時
5
口
時
と
7

月
お
日
出
1
8月
日
日
同
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

(
1
回
以
上
の
体
験
)

所
我
孫
子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
手
話
・
点
字
な
ど
の
体
験
学
習
、

福
祉
施
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

対
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
、
先

着
加
入
費
無
料
主
我
孫
子
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
我
孫
子
市

申

・

圃
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
相
談
窓
口
宮
7
1
8
5
・
5
2
3

3
へ食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

日
7
月
6
日
働
9
時
加
分

5
日
時
mw

分

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
(
寧
で
の
来
場

不
可
)

内
①

「食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
診
断
・
治
療
・
自
己
管
理
に
つ
い

て
」
講
師
:・
有
馬
孝
恭
さ
ん
(
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
)
②

「食
物

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

ア
レ
ル
ギ
ー
の
食
事
に
つ
い
て
」
講

師
:
原
正
美
さ
ん
(
医
療
法
人
財
団

正
明
会
山
田
記
念
病
院
)

対
管
内

の
小
学
生
以
上
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
方
ま
た
は
保
護
者

対
先
着

1
2
0
人

費

無

料

申

フ

ァ
ク
ス

で
所
定
の
応
募
申
請
書
(
柏
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
G一

¥
¥若
者
宅
-
同
U

吋丘
-nyFω-守
¥
押M
O

P
S
3
0¥
W
釦
m
F
d〈
釦
¥
百
円
凶

m
M
-
F
C
H
M

-
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

1
ド
可
)
に
必
要

事
事
乞
明
記
入
し
、

6
月
四
日
i
お

日
ま
で
に
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
福
祉
課
附
7
1
6
7
・
1
7

3
2
へ
圃
相
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
6
7
・
1
2
5
5

福
祉
の
し
ご
と
(看
種
職

塑

就
労
促
進
セ
ミ
ナ
ー

日
6
月
お
日
同
日
時
初
分

1
日
時
初

分

所
重
症
心
身
障
害
児
施
設
「
千

葉
市
桜
木
園
」

(
千
葉
市
若
葉
区
桜

木
町
)

内
講
義

「福
祉
施
設
に
お

け
る
看
護
師
の
役
割
」
、
施
設
見
学
、

意
見
交
換

対
先
着
加
入
費
無
料

申

・
圃
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
宮
0
4
3
・
2
4
8
・
1
2

9
4
へ

均
年
介
護
体
験
教
室

日
7
月
5
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年

2
月
の
第
4
木
昭
日
日
時
鈎
分
1
日

時
(
ロ
月
を
除
く
全
7
回
)

所
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
和
楽
圏

内
講

義
、
実
技

対
先
着
加
入
費
資
料

代
各
1
0
0
円
、
材
料
代
5
0
0
円

(
調
理
実
習
時
)

※
湖
北
駅
北
口
日
時
発
無
料
送
迎
パ

ス
あ
り
(
希
望
者
の
み
)
。

申

・
圃
電
話
で
和
楽
園
宮
7
1
8
8

.
6
2
6
1
へ

第
2
回
古
文
書
解
読
入
門
講
座

日
7
月
5
日
同
・
日
日
働
・
初
日
働

幻
日
働
・
担
白
川
W
U
時
1
日
時
(
全

5
回
)

所
ア
ピ
ス
タ

内

「
市
内

旧
家
文
書
」
講
師
:
・高
田
明
英
さ
ん
、

持
・・・持参

品
田
制
子
さ
ん

対
先
着
羽
入
費

1
5
0
0
円
(
資
料
代
含
む
)

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
岡
本
宮

7
1
4
9
・
6
4
0
4
、
品
目
附
7

1
8
2
・
1
8
6
1
へ

市
民
セ
ミ
ナ
ー

「
田
代
と
い
う
時
期
を
考
え
る
」

日
7
月
8
日
岡
山
時

i
u時

所
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

A
B
I
K
O
S

(
旧
寿
交
番
前
)

内
「
充
実
し
た

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
ブ
に
向
け
て
今
す
べ

き
こ
と
」
講
師
:
・吉
崎
英
伸
さ
ん

対
先
着
羽
入
費
1
0
0
0
円
(
茶

菓
子
付
き
)

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を

明
示
し
、

N
P
O
法
人
A
C
O
B
A

事
務
局
宮
7
1
8
1
・
9
7
0
0
m

7
1
8
5
・
2
2
4
1
へ

第
ね
回

「
健
康

・
生
き
が
い
探
検
講
座
」

日
7
月
日
日
鯛
凶
時
i
M時
初
分

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
「
聴
き
方
・
聴

く
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

を
磨
こ
う
」
対
先
着
印

入

費

5

0
0
円

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
示
し
、
栗
原
告
郎
7
1
6
9

・
9
6
7
2
へ

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
7
月
日
日
鯛
9
時

i
m時
却
分
、

日
時
加
分
i
U
時
、
比
時
初
分
i
M

時
(
雨
天
実
施
)
所
吉
田
記
念
テ

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー

(
T
T
C
)

〈
柏
市
花
野
井
9
3
6
の
1
〉

対

テ
ニ
ス
初
心
者
の
3
歳

i
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
、
各
回
先
着
部
組
費

親
子
1
組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
2

人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

申

・

圃
電
話
で
側
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修

セ
ン
タ
ー
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト

テ
ニ
ス
教
室
宮
7
1
3
4
・
3
0
3

0
へ我

孫
子
高
等
技
術
専
門
校

技
術
向
上
講
座

日
7
月
お
日
出
・

mm
日
冊
9
時
i
v
m

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

時
日
分

所
我
孫
子
高
等
技
術
専
門

校

内
・
対
①
C
A
D
利
用
技
術
者

試
験
受
験
準
備
コ
l
ス
、
ロ
人
②
ホ

ー
ム
ペ

1
ジ
作
成
入
門
コ

1
ス
、
日

人
(
応
募
名
薮
時
抽
選
)
費
無
料

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
コ

l
ス
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

7
月
日
日
必
着
で
一
T
2
7

O
I
l
l
6
3
久
寺
家
6
8
4
の
1

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
宮
7

1
8
4
・
6
4
1
1
へ

ぼ
し
ゅ
う

公
園
の
花
壇
づ
く
り
活
動

参
加
団
体

我
孫
子
市
で
は
、
公
園
内
に
あ
る

花
壇
に
お
花
な
ど
を
植
え
て
管
理
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
花
壇
を
お
花
で
き
れ
い
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
公
園
手
賀
沼
公
園
、
天
王
台
西

公
園
、
気
象
台
記
念
公
園

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
公
園

緑
地
課
宮
7
1
8
5
・
1
5
4
2
へ
。

第
包
囲
消
費
生
活
展

参
加
団
体

日
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年
2
月
9

日
出

-m日
冊
目
時
i
M時

所
市

民
プ
ラ
ザ

対
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

の
メ
イ
ン
テ
l
マ
に
つ
い
て
展
示
・

紹
介
が
で
き
る
市
民
活
動
団
体
(
応

募
者
多
数
時
審
査
)

費

無

料

主

消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

申
・
圃

電
話
で
7
月
刊
固
ま
で
に
商
工
観
光

課
・
内
線
5
8
8
へ

第
一
M

回
千
葉
県

屋
外
広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

募
集
期
限
7
月
旦
日

ω
対
こ
こ
数

年
の
聞
に
千
葉
県
内
に
設
置
さ
れ
た

屋
外
広
告
物
(
た
だ
し
、
過
去
に
本

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
作
品
を
除

く
)

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
千
葉

県
県
土
整
備
部
公
園
緑
地
課
宮
0
4

3
・
2
2
3
・
3
2
7
9
へ
。

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

~顕璽商臨右腕時向時髄 ぷ
講座名 単元教 日時 受講料 7/2 10時30分~

7/8 10時30分~
インター 7/2 13時~

Itソコン ネット 4単元 5500円
入門講座 3単元 7/8 13時00分~3500円 講座 7/3 10時30分~

7/8 15時00分~ 7/3 13時~

7/14 10時30分~ デジタル 7/31 10時30分~

ワード 7/1413時~ カメラ 3単元 7/31 13時~ 3500円

2∞3 5単元 7/15 10時30分~8000円 講座 7/31 15時~
講座 7/1513時~ 7/2810時30分~

7/16 10時30分~
お楽しみ 7/2813時~
講座 4単元 5500円

7/2310時30分~ (ブログ) 7/2910時30分~

エクセル 7/2313時~ 7/2913時~

2∞3 5単元 7/2410時30分~8000円 受付時間 午前10時から午後6閏
講座 7/2413時~ 定員各講座15人(匠蕩者多数の場合は抽選)

7/2510時30分~ 申し込み・固 窓口、または電話かファクス

※1単πは90分。受講料tel:，教材費、通信費を含む。 で6月25日までに市民プラザO7183・2111開
♂お楽しみ講座tel:、インターネット講座を修了した方対象。7183-5300ヘ

~・

議聞神社〈中自宅〉の祭総によ3交漣規制
6月30日住)午後3時から9時

浅間神社(中峠 1148)の祭礼に伴い、 下図の区間で突通規制が行われます。

固坂巻O7188・8123
国道356号

+ 東我孫子水空ライン成回線

.

.

.
 車
摘
通
行
止
め

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校jの事業です。
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ム
ツ
タ
1
ラ
ン
ド
(
け
や
き
プ
ラ
ザ

日
階
)
。
「
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
」

ほ
か
。
サ
ウ
ン
ド
ユ
ニ
ッ
ト
「
あ

ん
」
。
先
着

ω人。
2
0
0
0
円。

す
m
Y

ま

陶
山
宮
7
1
8
3
・
0
7
5
2

O
I
l
l
4
5
高
野
山
1
1
5
側
山

階
鳥
類
研
究
所
資
料
室
宮
7
1
8
2

.
1
1
0
1
へ
郵
送

※
面
接
日
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

3
月
沼
田
の
聞
に
主
催
し
た
全
国
大

会
で
、
優
勝
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

成
績
を
お
さ
め
た
方
①
例
日
本
体

育
協
会
に
加
盟
す
る
中
央
競
技
団
体

と
そ
の
団
体
に
属
す
る
下
部
団
体

②
例
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

③
側
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟

申
・
圃
電
話
で
6
月
お
固
ま
で
に
教

育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7

5
5
5
へ

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題個

別
相
談
会

日
7
月
8
日
冊
目
時

5
日
時

所
市

役
所
分
館
大
会
議
室

内
千
葉
県
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
に
よ
る
個
別
相

談

対
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
、
管
理
者
、

居
住
者
な
ど
、
先
着

8
組

(
1
組
1
時
間
)
費
無
料

申
・
圃
電
話
で
6
月
お
固
ま
で
に
住

宅
課
・
内
線
5
2
9
へ

蔵
書
点
検
に
よ
る

図
書
館
の
休
館

。
市
民
図
書
館
(
ア
ピ
ス
タ
内
)
:・

6
月
四
日

ω
s
n日
働
圃
市
民
図

書
館
宮
7
1
8
4
・
1
1
6
5

内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体

(
9
月

i
u
月
の
合
唱
逮
盟
会
議

〈
毎
月
第
一
土
曜
日
〉
に
参
加
可
能

な

団

体

)

参
加
費
5
0
0
0
円

(
1
団
体
)

申
・
圃
電
話
で
6
月

お
固
ま
で
に
合
唱
連
盟
会
長
・
清
水

8
7
1
8
7
・
1
6
8
1
へ

山
階
鳥
類
研
究
所

ア
ル
バ
イ
ト

仕
事
内
容
①
資
料
の
整
理
補
助
②
ホ

ー
ム
ペ

1
ジ
作
成
ほ
か
広
報
業
務
補

助

期
間
7
月
i
平
成
却

(
2
0
0

8
)
年
3
月
白
日
(
①
②
各
1
人
)
、

9
月
S
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年
3

月
白
日
(
①
1
人

)

勤

務
時
間
日

時

s口
時
(
ロ
時
S
U時
昼
休
み
)

勤
務
場
所
側
山
階
鳥
類
研
究
所
対

①
エ
ク
セ
ル
と
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作

が
で
き
、
月
に
m
l日
日
勤
務
可
能

な
方
(
図
書
館
な
ど
で
の
実
務
経
験

が
あ
る
方
歓
迎
)
②
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

作
成
、
描
画
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
が

で
き
、
月
に
8
日
程
度
勤
務
可
能
な

方
(
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
作
成
編
集
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
歓
迎
)

報
酬
日

額
5
5
0
0
円
(
表
通
費
含
む
)
選

考
方
法
書
類
審
査
(
履
歴
書
)
の
上
、

面
接

申
・
圃
履
歴
書
(
写
真

如
悦
)
を
6
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費

臨
時
学
童
保
育
指
導
員

お
し
ら
ぜ

公共施設利用の活動let、優先的|こ

湯所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

このコーナーに掲鷲を希望する方

tel:，広報掲歳依頼書(市役所広報室

に周意または我掛子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲議希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲搬する内容はイぺン卜名・日B守・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者聞で行うようお願いします。

圃広報室含?185・1269

夏
休
み
期
間
中
に
、
臨
時
学
童
保

育
指
導
員
と
し
て
働
き
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
休
み
期
間
外
も

働
き
た
い
方
も
、
受
録
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

任
周
期
間
7
月
四
日
働
1
8
月
白
日

働
(
夏
休
み
期
間
外
の
任
用
は
、

6

カ
月
以
内
〈
更
新
可
〉
)
勤
務
時

間
8
時
5
四
時
ま
で
の
聞
で
必
要
な

時

間

勤
務
場
所
市
内
の
学
童
保
育

室

対
日
歳
以
上
で
、
保
育
の
仕
事

に
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方
(
受
付
時

に
面
接
を
実
施
)
賃
金
時
給
8
8

0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)
申

・
圃
履
歴
書
(
写
怠
税
)
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
を
6
月
mm
日
ま
で

に
保
育
課
・
内
線
4
4
7
(市
役
所

西
別
館
2
階
)
へ
本
人
が
直
接
持
参

定
例
教
育
委
員
会

日
6
月
幻
日
制
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
6
月
初
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

防
犯
協
議
会
事
務
員

会
員
・
仲
間
募
集

雇
用
期
間
8
月
1
日
i
平
成
却

(
2

0
0
8
)
年
3
月
白
日
(
更
新
あ

り

)

勤
務
日
時
9
時
i
M時
(
実

働
6
時
間
)
月
初
日
以
内
ま
た
は
月

1
2
0
時
間
以
内
勤
務
場
所
我
孫

子
市
防
犯
協
議
会
(
市
役
所
市
民
安

全
室
内
)

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経

験
が
あ
り
、
一
般
事
務
処
理
、
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、

ω歳

未
満
の
健
康
な
方

報
酬
月
額
ロ
万

3
5
0
0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支

給
)

選
考
方
法
書
類
審
査
と
面
接

(
7
月
四
日
制
)

申
・
圃
履
歴
書

(
写
真
額
)
に
必
要
事
項
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
を
明
記
し
、

「自
主

防
犯
活
動
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0
字
以
内
)
を
添
え
て
7
月

6
日
ロ
時
ま
で
に
市
民
安
全
室
・
内

線
4
8
6
へ
本
人
が
直
接
持
参

V
大
人
の
ピ
ア
ノ
(
グ
ル
ー
プ
レ
ッ

ス
ン
)
毎
月
3
回
働
時
時

sm時。

湖
北
台
市
セ
。
初
級
レ
ベ
ル
を
2
年

間
で
叩
曲
目
標
、
譜
が
読
め
な
い
方

で
も
楽
し
く
弾
け
ま
す
!
一
一
期
生

8
人
募
集
。
月
3
0
0
0
円
。
田
中

宮

7
1
8
8
・
4
7
5
0

V
憎
か
し
い
歌
を
一
緒
に
歌
う
会

毎
月
第
4
川

W
H
時
却
分

ivm時
。
ワ

イ
ン
の
庖
チ
ャ
1
リ
1
(柴
崎
台
2

の
9
)
。
ソ
プ
ラ
ノ
声
楽
家
の
指
導

で
知
っ
て
い
る
歌
を
声
を
合
わ
せ
て

歌
う
。
一
回
1
0
0
0
円
。
内
山
宮

0
9
0
・
8
0
3
1
・
4
8
8
8

‘V 

V
手
賀
沼
ト
ラ
ス
ト
サ
ロ
ン
「
冬
水

田
ん
ぼ
で
稲
と
生
き
物
を
育
む
」

6
月
初
日
回
目
時
開
演
。
ア
ビ
ス
タ

第
2
学
習
室
。
講
師
:・
遠
藤
織
太
郎

さ
ん
(
手
賀
沼
ト
ラ
ス
ト
副
代
表
)

先
着

ω人。
3
0
0
円
。
事
務
局
宮

0
9
0
・
1
0
5
2
・
8
2
8
4

講
演
・
催
し

V

「星
空
た
ん
け
ん
」
星
の
観
望
会

6
月
お
日
回
目
時
却
分

s
m時
却
分

(
曇
り
・
雨
天
中
止
)
。
五
本
松
運

動
広
場

(p
有
)
。
テ
ー
マ
:・
さ
み

だ
れ
塁
。
無
料
。
東
葛
星
見
隊
・
岸

野
宮
7
1
8
4
・
3
0
7
8

V
増
田
都
子
先
生
の
社
会
科
授
業

「近
現
代
史
の
真
実
を
知
ろ
う
」
明

治
維
新
川
新
政
府
の
出
発

6
月
M

日
冊
目
時
。
湖
北
台
近
セ
。
中
学
生

i
大
人
。

5
0
0
円
(
中
高
生
無

料
)
。
あ
ぴ
こ
平
和
ネ
ッ
ト
・
豊
田

宮

0
8
0
・
5
0
3
7
・
0
0
1
9

V
時
事
問
題
を
話
し
合
う
、
「
時
の

話
題
」

6
月
訂
日
制
日
時

i
ロ
時

(
原
則
毎
月
第
4
附
)
。

6
月
は
市

民
プ
ラ
ザ
会
議
室
。
時
事
問
題
を
話

し
合
う
。
各
回
1
0
0
円
。
電
話
ま

た
は
直
接
会
場
へ
深
山
宮
7
1
8
1

.
5
0
3
6
 

V
第
却
国
側
日
本
3
B体
操
協
会
千

葉
支
部
大
会
2
0
0
7
6
月
お
日

同
日
時

5
日
時
却
分
。
け
や
き
プ
ラ

ザ。

3
つ
の
用
具
を
使
っ
て
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
3
B
体
操
。

5
0
0
円
。
中
村
宮
7
1
8
9
・
5

手
賀
沼
遊
歩
道
で
の
マ
ナ
ー

手
賀
沼
遊
歩
道
は
、
歩
い
て
い
る

入
、
自
転
車
の
人
、
多
く
の
方
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
譲
り
合

い
、
自
転
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

な
ど
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
は
自
転

車
の
ベ
ル
だ
け
で
は
気
が
つ
か
な
い

時
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
9
4

V
童
謡
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
1

日
冊
目
時
開
演
(
ロ
時
初
分
間
場
)
。

天
王
台
北
近
セ
ホ
l
ル
。
房
総
の
歌

・
野
口
雨
情
の
世
界
。
我
孫
子
童
謡

を
歌
う
会
。
無
料
。
前
原
告
7
1
8

.. -
合
唱
祭
参
加
団
体

" 我
孫
子
合
唱
連
盟
で
は
日
月
沼
田

岡
に
開
催
す
る
我
孫
子
市
民
文
化
祭

「第
お
回
我
孫
子
市
合
唱
祭
」
に
参

加
を
希
望
す
る
合
唱
団
を
公
募
し
ま

す。対
合
唱
団
設
立
か
ら
5
年
以
上
を
経

過
し
、
団
員
数
が
叩
人
以
上
で
、
市

借

vgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

杉
野
友
姫
ち
ゃ
ん

(
栂
戸
・

1
歳
3
カ
月
)

あ
兄
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
。
何
で

も
あ
兄
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
す
る
お

て
ん
ば
な
女
の
予
で
す
。

4
・
6
3
6
1

不
周
回
目
情
報

V
家
庭
教
育
講
演
会

7
月
6
日
働

叩
時
日
分
。
市
民
プ
ラ
ザ
(
託
児
あ

り
)
。

「気
づ
い
て
い
ま
す
か
?
認

め
て
も
ら
い
た
い
子
ど
も
の
心
」
講

師
:・
中
川
淑
子
さ
ん
(
千
葉
県
生
渥

学
習
)
。
当
日
先
着
2
0
0
人
。
無

料
。
鈴
木
宮
7
1
8
3
・
5
5
9
5

Z戸
国
際
高
等
学
校

「松

警

7
月
7
日
出
9
時
初
分
i
H時
加
分
。

松
戸
国
際
高
等
学
校
。
生
徒
に
よ
る

制
作
発
表
、

P
T
A
パ
ザ
1
(日
時

s
u時
)
。
同
校
・
長
谷
川
君
0
4

7
・
3
8
6
・
0
5
6
3

※
寧
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
o

v風
た
ち
の
歌

7
月
7
日
回
目
時

開
演
。
紀
尾
井
ホ
l
ル

(
J
R
四
谷

駅
下
車
)
。
聖
母
マ
リ
ア
に
献
げ
る

額
制
、
コ
ル
シ
カ
民
族
歌
、
指
揮
:・

片
山
み
ゆ
き
さ
ん
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

か

ぎ

恒

あ

お

風
音
、
碧
&
き
な
り
ね
。

1
0
0
0

円
。
阿
部
宮
7
1
8
4
・
0
0
9
3

V
初
夏
の
ソ
プ
ラ
ノ
デ
ュ
オ
コ
ン
サ

ー
ト

7
月
8
日
冊
目
時
却
分
開
演
。

書

"
諮
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
帯
電
子
ピ
ア
ノ
:・
千

葉
宮
7
1
8
5
・
1
5
4
7

H
醸
っ
て
く
だ
さ
い

H

。
無
料
で
申
カ
ラ
オ
ケ
用
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
:
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
あ
ら
き
の
お
家
宮
7
1
8
8
・

9
7
6
6
(月
S
金
9
時
S
U時
)

市
電
子
ピ
ア
ノ
(
要
ヘ
ッ
ド
ホ
ー

ン
)
:・
吉
田
宮
7
1
8
2
・
9
0

4
3

申
補
助
付
自
転
車
凶
イ
ン

チ
(
男
子
用
)
:・
山
本
宮
7
1
8

5
・
8
8
4
2

認
知
症
に
関
す
る
医
癒
相
談

つ
く
し
野
バ
レ
I
部
員

日
7
月
5
日
同
日
時
加
分
S
M即
時
初

分
所
我
孫
子
市
役
所
西
別
館
面
談

室

内
専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家

族

申
・
圃
電
話
で
介
護
支
援
謀
宮

7
1
8
5
・
1
1
1
2
へ

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
者

日
・
所
毎
週
水
曜
日
目
時

1
2時
・

根
戸
小
、
毎
週
土
曜
日
目
時

s
n

時
・
久
寺
家
中
費
月
額
1
0
0
0

円

申
・
圃
電
話
で
遠
藤
宮
0
8
0

.
6
5
3
9
・
2
7
2
5
へ

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
所
在

の
個
人
か
団
体
で
、
次
の
①
S
③
の

団
体
が
平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
4

月
1
日
5
平
成
日

(
2
0
0
7
)
年

f市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

ー

一数
一
色

一伺
現
一

一
斗
主
口
同
一

一発
引
一

一
・4
R
R
n
一

一事
5
一

;
 

一劃
利
一

一以
軒
一;
 

一通知町一

二
父
子
一

一内
湯
一

一市
立

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51昭/2

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COD値

平成19年5月、月平均COD値
7.1略/t採水場所:手賀沼公園沖

平成18年5月、月平均COD値
6.4~ /t 

採水場所:手賀沼公園沖

5月の発生件数 45件
今年の発生件数(1月--)213件
前年同期比 ー32件

5月の死者数 1人
今年の死者数 1人
前年同期比 ー1人
5月の負傷者数 49人
今年の負傷者数 263人
前年同期比 ー26人

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

7
7
3
 

V
公
開
講
演
会
「
日
本
の
シ
l
レ
ー

ン
は
大
丈
夫
か
」

6
月
初
日
出
H

時
開
請
。
柏
市
中
央
公
民
館
5
階。

講
師
:・
川
村
純
彦
さ
ん
(
川
村
研
究

所
代
表
)
。
先
着
1
0
0
人。

5
0

0
円
。
教
育
を
正
す
東
葛
市
民
の
会

.
小
野
宮
7
1
7
3
・
9
8
8
2

は

や

か

わ

と

も

曹

早

川

智

貴
ち
ゃ
ん

(
柴
崎
台
・

1
歳
5
カ
月
)

あ
兄
ち
ゃ
ん
巴
負
け
じ
と
い
っ

ぱ
い
し
ゃ
べ
り
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
で
す
。

(7) 2007.6.16 
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げAきフ工ス少2007
~垣胞を越えて・ TheOpen-

| 無料送迎パス時刻 l 
. は行き、 こは帰り)

。天王台駅南口発…午前9時、 9時40
分、 10時40分、 11時20分、正午
。我孫子駅南口発・・午前8時45分
。布佐駅南口発…午前10時
。新木駅南口発…午前10時10分
0湖北地区公民館発(天王台駅南口行
き)…午後1時15分、 2時、 2時40分、
3時40分、 4時20分
O湖北地区公民館発(布佐駅経由新木
駅行き)…午後2時20分

| ジュニアスタッフ E 
直前大募集-

対象 ・定員 次の3日間参加できる、

小学校4年生から中学生
活動日 6月17日間、 23日目、 24日(日)
参加費 600円(保険、おやつ代)
※仕事をすると、当日買い物ができる
ポイン卜力一ドがもらえます。

申し込み・圃栗原090・2467・2327

げんきフエスタは、子どもたちが主役の

おまつりです。いろいろな団体が集まり、

子どもも大人も一日楽しむことができます。

日時・場所 6月24日(日)午前10聞から午
後3時30分、湖北地区公民館、湖北小体

育館

※当日は、無料パスが運行されます。

内容 プチサスケ、 JII村学園女子大学ブラ

スパンド・ア力ペラ、竹やぷハンター、人

生ゲームinザ畑、こわ~い宝さがし、バン

ドワークショップと演奏、人形劇、おはな

しとミ二絵本づくり、赤ちゃん抱っこ体験、

子ども写真館遊びコーナー、子どもパー力

ッション、子どもハローワーク、ハワイア

ン、ロックソーラン、模様庖ほか

参加費 100円(3鵡以下は無料)

※雨天の場合は、プログラムに変更あり。

※駐車場は湖北中学校、湖北高校の駐車場

をご利用ください。

固 げんきフェスタ実行委員会事務局・大

木ftFAI7188・9078(あぴこ子ども劇場内)

中興事院大学野球団ガ市長を惹叡訪問
県大会優勝と全国大会出場を報告

5月30日、中央学院大学硬式野球部の監督

と選手の皆さん力市役所を訪れ、千葉県大学野

球春期リーグ戦の優勝と、全日本大学野球選手

権大会への出場を星野市長に報告しました。

星野市長は、同部の4季ぷり9度目の優勝を
聞き、 「大学駅伝に加え、野球でも中央学院大

学が活躍していることをPRしていきたいJと

企全国大会巴向け工ールを送る市長 激励しました。

白 谷津ミユータPUのトシiI¥乙子ヨワ!こ
ネイチャーイシ

岡発戸・都部の谷津では、オオシオ力ラトンボ、コフキトンボ、ショウジョウ トンボや

赤とんぼの仲間など、たくさんの種類のトンボを見ることができます。

トンボが多いごとは、豊かな自然環境があるという目印です。何種類のトンボを見るご

とができるか、岡発戸・都部の谷津でトンボ探しにチャレンジしてみませんか。今では、

貴重種となったギンヤンマを見られるかもしれません ぬ

日時 6月24日間午前9時東我弼子駅南口集合、正午解散予定(雨天中止) 立青堅実デ

内容岡発戸・都部谷津ミュージアムでトンボとチョウをウオνチング i 
対象・定員市内在住の方、 50人 』 園 圃圃E，.-4
参加費無料 薗 ・・・谷
措ち物帽子、飲料水 面際安円寺
※歩きやすい服装と、はき慣れた靴でご参加を。 _l壇~iaJ・岨園 ，- Iの
主催綿子市環境レンジャー r:rI'Wー l轟副観~~.芯~・圃・圃察
申し込み・固電話で手賀沼諜・内線568ヘ U~圃圃園田園圃E会

11¥・中学生の意見を市政12
子ども議会を開催、 38人が議員!こ
市では、子どもたちの意見や要望を

聴こうと、 5月16日制と30日制の二
日間、子ども議会を聞きました。

子ども議員は、市内の小学校 (13
枝) ・中学校 (6枝)の代表38人。

1日目は、市の行政について市長が

説明。 2日自には子ども議員から「子
どもの居場所J、「手賀沼の浄化J、 企市長・教育長を囲む子ども議員の皆さん

「障害者も住み良いまちづくりJなどさまざまな質問が出され、市長や市の職員がわか
りやすい言葉で答えました。

ごみのないきれいな街巴
市内各地でごみゼロ運動

ごみのないきれいな街にしようと、

5月27日(日)ごみゼ口運動が市内各地
域で行われました。

今年は、自治会やスポーツ少年団な

ど130団体、 1万6311人が参加。道

路脇の空き缶拾いや草刈りに汗を流し、

この日だけで可燃物・不燃物合計で2

万8730kg力也収されました。
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短歌・韓旬の18歳以下
(小・中学生、高使生ほか)
の投稿も大歓迎です!
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軍配の形をした果実
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